　　　　　　学習指導要領準拠・新版『体育の学習』指導資料

　　　　　　体育科の年間指導計画例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年

　　　　　　　　　　　①ハードル走／かけ足

　　　　　　　　　　　②ハンドボール

　　　　　　　　　　　③鉄棒運動

　　　　　　　　　　　④水　泳

　　　　　　　　　　　⑤宝島探検（表現）

　　　　　　　　　　　⑥ソフトバレーボール

　　　　　　　　　　　⑦走り高とび／リレー

　　　　　　　　　　　⑧リズムダンス／フォークダンス

　　　　　　　　　　　⑨とび箱運動／なわとび／ボール遊び

　　　　　　　　　　　⑩マット運動／力試し

　　　　　　　　　　　⑪グリッドサッカー

　　　　　　　　　　　○スキー

　　　　　　　　　　　○スケート

　　　　　　　　　　　　　　光文書院

①ハードル走／かけ足　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年
年時      1         2        3         4        5        6         7        8         9

単時      1         2        3         4        5        6         7        8         9

(分)
　　　　　ハードル走【７時間】
　　　　　学習のねらい･･･ハードルの間を調子よく走ってとび越し，競走して楽しむ。
　　　　学習の進め方･･･ねらい１→ねらい２の順に行う。

10


　　　　　★ねらい･･･とび越しやすいハード　　　　★ねらい２･･･めやすを決めて，８秒間ハード

　　　　 ルのコースを見つけて，１人対１　　　　　ル走をしたり，リレーをしたりする。

　　　　　 人の競走をする。　　　　　　　　　　　 ①８秒間ハードル走をする。

20　　　　①いろいろなコースを走ってみて，　　　　②グループ対抗のハードルリレーをする。

　　　　　　とび越しやすいコースを見つける。

　　　　②１人対１人の競走をする。


30



　　　　　　　　　かけ足【２時間】

40　　　　　　　　学習のねらい･･･無理のない速さで，２～３分ぐらい走って楽しむ。



　　　　【ハードル走】

　　　　★ねらい１･･･①段ボールとゴムひものハードルを置いたコースの例

　　　　　　　　　　 ②１人対１人の競走の例（40mにハードルを３台置いたコース）

　　　　　　　　　　 ③ハードルの越し方と３歩のインターバル

　　　　★ねらい２･･･①めやす記録の決め方（８秒間走）

　　　　　　　　　　 ②８秒間ハードル走のコースの例

　　　　　　　　　　 ③ハードルリレーのコースの例と競走のしかた

　　　　【かけ足】　 ①活動のしかた

　　　　　　　　　   ②注意すること

　　　【ハードル走】　　　　　　　　　　　　　　　⑤巻尺

　　　①ハードル･･･12～14台　　　　　　　　　　　⑥ストップウォッチ

　　　　②ゴムひものハードル，段ボール･･･各　　　　 ⑦ライン引き，石灰

　　　　 12～14　　　　　　　　　　　　　　　　　　【かけ足】

　　　　③カセット，カセットデッキ　　　　　　　　　①ストップウォッチ･･･２人に１個

　　　　④旗・コーン　　　　　　　　　　　　　　　　②コーン，マーカー

『体育の学習』児童書P２～５，指導書・第２部研究編P62～66

②ハンドボール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年
年時      10         11        12         13         14        15        16         17

単時       1          2         3          4          5         6          7         8

(分)
　　　　　ハンドボール【８時間】
　　　　学習のねらい･･･力を合わせ，攻め方・守り方やボール扱いを工夫してゲームを楽し

10　　　　　　　　　　　　む。

　　　　　学習の進め方･･･ねらい１→ねらい２の順で行う。


　　　★ねらい１･･･やさしいルール　　　　★ねらい２･･･練習や攻め方・守り方を工夫して，

　　　　　で，パス，ドリブル，シュ　　　　　対戦したいチームに挑戦する。
20　　　　ートなどを使って，いろい　　　　 ・毎時間の進め方･･･①簡単な練習→②ゲーム１→

　　　　　ろなチームに挑戦する。　　　　　　 ③話し合い・練習（５～10分）→④ゲーム２→

　　　・毎時間の進め方･･･①簡単　　　　　  ⑤まとめ

　　　　　な練習→②ゲーム→③話し　　　　 ・同じ相手と続けて２回以上ゲームをする

　　　　　合い（２～３分）→④ゲー　　　　  （対抗戦）。

30　　　　ム→⑤まとめ

　　　・ゲームごとに相手をかえる

　　　　　（総当たり戦）。


40



　　　　【ハンドボール】

　　　　①コートの例

　　　　②約束の例

　　　　③ルールの例（チームと出場者の人数，ゲーム時間，ゲームの開始，得点，得点の後，

　　　　　反則の例，ルールの工夫の例など）

　　　　④ゲームの後の話し合いと練習の例

　　　　⑤攻め方･守り方の例

　　　　⑥ボール扱い（オーバーハンドパス，アンダーハンドパス，ドリブル，ボールのとり方）


　　　【ハンドボール】

　　　　①コート･･･15～18m×10～12m

　　　　②軽量ハンドボール･･･２～３人に１個

　　　　③得点板･･･コートに１つ

　　　　④計時板またはストップウォッチ･･･コートに１つ

　　　　⑤作戦ボード･･･チームに１つ

　　　　⑥ゲーム用ゼッケン

『体育の学習』児童書P６～９，指導書・第２部研究編P67～71

③鉄棒運動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年
年時       18          19           20          21          22          23          24

単時        1           2            3           4           5           6           7

(分)　　
　　　　　鉄棒運動【７時間】
　　　　　学習のねらい･･･できる技を続けて行ったり，できそうな技に挑戦したりして楽しむ。
　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。

10

　　　　　☆めあて１･･･できる技を続けて行ったり，ほかの技と組み合わせて行ったりする。

　　　　　☆めあて２･･･できそうな技に挑戦する。

　　　　①初めに，どんな技ができるか，十分に確かめる。

　　　　　②めあてカードに，めあて１，２を記入してめあてを立てる。

20　　　　③めあてに挑戦する。

　　　　　④めあて２が１つでもできたら，めあて１にできた技を入れ，新しいめあて２の技

　　　　　を決める（新しいカードに記入する）。


30



40



　　　　【鉄棒運動】

　　　　①めあてとなる技･･･さか上がり，ひざかけ振り上がり，ひざかけ上がり／前方かかえ込

　　　　　み回り，後方かかえ込み回り，前方支持回転，後方支持回転，後方ひざかけ回転，前

　　　　　方ひざかけ回転／前回りおり，踏み越しおり，転向前おり，こうもり振りおりなど

　　　　②練習の工夫の例

③技の組み合わせの例


　　　　【鉄棒運動】

　　　　①低鉄棒･･･２～３人に１欄

　　　　②安全マット

　　　　③とび箱

④回転用補助具･･･当て布など

　　　　⑤その他の補助具

『体育の学習』児童書P10～13，指導書・第２部研究編P72～75

④水　泳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年
年時       25        26        27         28        29         30        31         32

単時       1          2         3          4         5          6         7           8

(分)
　　　　　水泳【８時間】
　　　　学習のねらい･･･できる泳ぎ方で続けて泳いだり，できそうな泳ぎ方に挑戦したり

10　　　　　　　　　　　 して楽しむ。

　　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。

　　　　☆めあて１･･･できる泳ぎ方で，続けて長く泳ぐ。

　　　　　☆めあて２･･･できそうな泳ぎ方に挑戦する。
20　　　　①どんな泳ぎ方ができるか確かめる。

　　　　　②できる泳ぎ方で続けて長く泳ぐことを「めあて１」にする。

　　　　③できそうな泳ぎ方と練習のしかたを考えて「めあて２」にする。

　　　　　④挑戦する泳ぎ方が同じ人と練習する。

　　　　　⑤泳げるようになった泳ぎ方は，次の時間からめあて１に入れ，新しいめあて２を

30　　　　　立てる。



40



　　　　【水泳】

　　　　①水泳の約束

　　　　②めあてと練習のしかたの例

　　　　③面かぶりクロールの泳ぎ方

　　　　④クロールの泳ぎ方と練習のしかた

　　　　⑤平泳ぎの泳ぎ方と練習のしかた


　　　　【水泳】

　　　　①プール（25m／６～７コース）

　　　　②コースロープ

　　　　③ヘルパー・ビート板

　　　　④ストップウォッチ

　　　　⑤メガホンまたはハンドマイク

　　　　⑥救助用具

　　　　⑦水温計

『体育の学習』児童書P14～17，指導書・第２部研究編P76～80

⑤宝島探検（表現）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年
年時         33            34            35            36            37            38

単時         1             2              3             4             5             6

(分)　　
　　　　　宝島探検【６時間】
　　　　　学習のねらい･･･宝島探検の特徴をとらえて，感じをこめて踊って楽しむ。
　　　　学習の進め方･･･ねらい１→ねらい２の順で行う。

10


　　　　　★ねらい１･･･宝島探検のいろいろなでき　　　★ねらい２･･･表したいイメージを選んで，

　　　　　ごとを見つけて，思いつくまま踊る。　　　　感じをこめて踊る。

　　　　　　①カードや音楽を手がかりにして，２　　　　①イメージ別のグループをつくる。

20　　　　　～３人組で思いつくまま踊る。　　　　　　　②グループで，感じを強める工夫をして

　　　　　②表したい感じが生きるように，ひと流　　　　　踊る。

　　　　　れの動きを工夫する。　　　　　　　　　　　③他のグループと見せ合う。

　　　　　③踊りを見せ合う。　　　　　　　　　　　　　④最後の時間は，クラスで発表会を行う。

30



40



　　　　【宝島探検】

　　　　★ねらい１

　　　　①イメージカードづくり

　　　　②カードを手がかりに思いつくまま踊る例

　　　　③動き方のポイント

★ねらい２

①続け方の工夫のポイント

②続け方の工夫の例

③発表会の例

　　　　【宝島探検】

　　　　①CDとCDプレーヤー

　　　　②楽器（カスタネット，タンブリン，鈴，リズム太鼓，トライアングル，ピアノ，

　　　　　シンセサイザーなど）

③イメージカード用のカード

　　　　④ペットボトルの空き容器，段ボール箱，新聞紙など

『体育の学習』児童書P18～21，指導書・第２部研究編P81～85

⑥ソフトバレーボール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年
年時        39         40           41          42          43          44          45

単時        1           2           3            4           5           6           7

(分)　　
　　　　　ソフトバレーボール【７時間】
　　　　　学習のねらい･･･力を合わせ，攻め方・守り方やボール扱いを工夫してゲームを楽
　　　　　　　　　　　 しむ。

10　　　　学習の進め方･･･ねらい１→ねらい２の順で行う。


　　　　　★ねらい１･･･やさしいルールで，　　　★ねらい２･･･練習や攻め方・守り方を工夫

　　　　　サーブやパスを使って，いろい　　　　して，対戦したいチームに挑戦する。

　　　　　　ろなチームに挑戦する。　　　　　　 ・毎時間の進め方･･･①簡単な練習→②ゲーム1

20　　　　・毎時間の進め方･･･①簡単な練習　　　 →③話し合い・練習（５～10分）→④ゲーム

　　　　　　→②ゲーム→③話し合い（２～　　　  ２→⑤まとめ

　　　　　３分）→④ゲーム→⑤まとめ　　　　 ・同じ相手と続けて２回以上ゲームをする

　　　　　・ゲームごとに相手をかえる　　　　　　（対抗戦）。

　　　　　（総当たり戦）。

30



40



　　　　【ソフトバレーボール】

　　　　①コートの例

　　　　②約束の例

　　　　③ルールの例（チームと出場者の人数，ゲーム時間，ゲームの開始，得点，得点の後，

　　　　　ルールの工夫の例など）

④ゲームの後の話し合いと練習の例

⑤攻め方･守り方の例

　　　　⑥ボール扱い（アンダーハンドサーブ，オーバーハンドサーブ，アンダーハンドパス，

　　　　　オーバーハンドパスなど）

　　　　【ソフトバレーボール】

　　　　①コート･･･バドミントンコート：13.04m×6.10m（参考）

　　　　②ソフトバレーボール（周囲77～79cm／重さ30～50g）･･･２～３人に１個

　　　　③得点板･･･コートに１つ

④計時板またはストップウォッチ･･･コートに１つ

　　　　⑤作戦ボード･･･チームに１つ

　　　　⑥ゲーム用ゼッケン

『体育の学習』児童書P22～25，指導書・第２部研究編P86～90

⑦走り高とび／リレー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年
年時      46       47        48       49       50       51       52        53       54

単時       1        2         3        4        5        6         7        8         9

(分)
　　　　　走り高とび【６時間】
　　　　　学習のねらい･･･高くとんでとび比べをしたり，記録に挑戦したりして楽しむ。
　　　　学習の進め方･･･最初の時間は３歩や５歩の助走でとんでみる。次の時間から，

10　　　　　　　　　　　 めあて１とめあて２を１時間ごとに繰り返す。


　　　　　☆めあて１･･･３歩や５歩の助走で，とび比べをする。

　　　　（めあて１･･･２，４，６，８時間目）

　　　　　☆めあて２･･･自分の記録に挑戦する。

20　　　　（めあて２･･･３，５，７，９時間目）



30


　　　　　　　　リレー【３時間】

　　　　　　　学習のねらい･･･作戦や練習を工夫して，チーム対抗のリレーを楽しむ。

　　　　　　　学習の進め方･･･毎時間，対戦する相手を決め，同じ相手チームと２回

40　　　　　　　　　　　　　　 以上対戦する。



　　　　【走り高とび】　　　　　　　　　　　　　　　　　【リレー】

　　　　☆めあて１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①チーム対抗リレー･･･きまりの例，

　　　　①３歩助走・５歩助走　　　　　　　　　　　　　　　作戦の例

　　　　②助走する方向　　　　　　　　　　　　　　　　　②バトンパスの練習･･･直線コース，

　　　　③競争（とび比べ）のしかたの例　　　　　　　　　　コーナーを使ったコース

　　　　☆めあて２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③バトンパスのしかた

　　　　①めやす記録の決め方

　　　　②助走ととび方のポイント

　　　　③３歩助走と５歩助走の場の例

　　　④記録会のしかたの例

　　　【走り高とび】　　　　　　　　　　　　　　　　　【リレー】

　　　①スタンド・バー・安全マット･･･４～６組　　　　　①バトン･･･１グループに２～３本

　　　　②踏みきり板・ロイター板　　　　　　　　　　　　 ②コーン

　　　　③輪（直径70cmぐらい）　　　　　　　　　　　　 ③巻尺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ④ライン引き，石灰

『体育の学習』児童書P26～31，指導書・第２部研究編P91～95

⑧リズムダンス／フォークダンス　　　　　　　　　　保健･･･「育ちゆく体とわたし」４時間　４年
年時　　　　　　　　　　　　　　55～（72）【この間に保健４時】

単時          1                 2                3                4                5

(分)　　
　　　　　リズムダンス【４時間】
　　　　　学習のねらい･･･ロックやサンバ，ヒップホップなどのリズムにのって，踊って楽しむ。
　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。

10

　　　　　☆めあて１･･･いろいろなリズムの曲にのって，友達と自由に踊る。

　　　　　☆めあて２･･･好きな曲を１つ選んで，リズムの特徴に合ったのり方や動き方を工夫

　　　　　　　　　　 して踊る。（毎時間の最後はクラス全員で踊って楽しむ。）

　　　　　・めあて２で踊った曲は，次の時間からはめあて１に加えていく。

20



30

　　　　　★①「タタロチカ」の踊り方を　　　　　★②「グスタフス・スコール」の踊り方を

　　　　　　覚えて踊る。　　　　　　　　　　　　　覚えて踊る。


　　　　フォークダンス【１時間】
40　　　　学習のねらい･･･「タタロチカ」や「グスタフス・スコール」を踊って楽しむ。

　　　　　学習の進め方･･･①→②の順で行う。


　　　　【リズムダンス】

　　　　☆めあて１

　　　　①ロックやサンバ，ヒップホップの曲で，全身で弾んで踊る。

　　　　②友達と自由に対応して踊る。

☆めあて２

①ロック，サンバ，ヒップホップのリズムの特徴と踊り方の例

②最新のヒップホップのリズムに挑戦

【フォークダンス】

①「タタロチカ」の踊りの由来と踊り方

　　　　②「グスタフス・スコール」の踊りの由来と踊り方

　　　　③踊り方のポイント

　　　　【リズムダンス】　　　　　　　　　　　　　　　　　【フォークダンス】

　　　　①ロックやサンバ，ヒップホップなどの　　　　　　　①CDとCDプレーヤー

　　　　　CDとCDプレーヤー　　　　　　　　　　　　　　 ②踊り方の解説ビデオや資料など

　　　　②タンブリンなどの打楽器

『体育の学習』児童書P32～35，指導書・第２部研究編P96～100

⑨とび箱運動／なわとび／ボール遊び　　　　　　　　保健･･･「育ちゆく体とわたし」４時間　４年
年時　　　　　　　　　　　　　　（55）～72【この間で保健４時間】

単時      1         2         3        4         5        6         7        8        9

(分)

　　　　　なわとび【２時間】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボール遊び【１時間】

　　　　　学習のねらい･･･できるとび方でいろいろななわとびを　　　 学習のねらい･･･いろいろな
　　　　したり，新しいとび方に挑戦したりして楽しむ。　　　　　　ボール遊びをして楽しむ。
10　　　　学習の進め方･･･①→②の順で行う。

　　　　　①短なわで楽しむ。　　　　　②長なわで楽しむ。


20　　　　とび箱運動【６時間】
　　　　学習のねらい･･･できるとび方で，いろいろなとび箱をとび越したり，できそうな
　　　　　　　　　　　　とび方に挑戦したりして楽しむ。

　　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。

30　　　　☆めあて１･･･できるとび方で，いろいろな向きや高さのとび箱に挑戦してとび越す。

　　　　　☆めあて２･･･できそうなとび方に，とびやすいとび箱で挑戦する。

　　　　①「確かめとび」で，今自分は何ができるか，何ができそうかを確かめる。

　　　　②めあてカードに，めあて１，２を記入してめあてを立てる。

　　　　　③めあてに挑戦する。

40　　　　④めあて２が１つでもできたら，めあて１にできた技を入れ，新しいめあて２の技

　　　　　　を決める（新しいカードに記入する）。


　　　　【なわとび】

　　　　①短なわ･･･順とび，交差とび，二重とび，あやとび，はやぶさ（あや二重とび）

　　　　②長なわ･･･連続回旋とび（なわを２本にする），なわの数をふやす，長なわを短なわで

　　　　　とんでくぐる

　　　　【ボール遊び】

　　　　①投げ上げたボールをとる，ボールをついて１回転してとる，的当て

　　　　②Gボール･･･ひざつき玉乗り，弾んで前へ，背中で弾む，２人で滑り台

　　　　【とび箱運動】

　　　　①めあてとなる技･･･開脚とび，かかえ込みとび，横とび，あおむけとび，台上前転

　　　　②めあて（カード）と挑戦の例　　　③練習の工夫の例　　　④グループでの楽しみ方の例

　　　　【なわとび】　①短なわ･･･１人１本　　　　　　　【とび箱運動】

　　　　②長なわ･･･グループに１～２本　　　　　　　　　①とび箱･･･７～８台

　　　【ボール遊び】　　　　　　　　　　　　　　　　 ②マット･･･14～16枚

　　　　①体操用ボール･･･１人に１個　　　　　　　　　　③踏みきり板・調節箱･･14～16

　　　　②Gボール（直径45cmまたは55cm）･･･２人　　 ④安全マット･･･３～４枚

　　　　　に１個＜コウブンGボールプラス45，55＞　　　　　　 ⑤平均台･･･１台

『体育の学習』児童書P36～41，指導書・第２部研究編P101～105

⑩マット運動／力試し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年
年時      73      74      75      76       77      78      79       80       81      82

単時      1       2        3       4        5       6        7        8       9       10

(分)

　　　　　力試し【３時間】　学習のねらい･･･いろいろな力試しの運動に挑戦して楽しむ。
　　　　　　　　　　　　　　学習の進め方･･･①→②の順で行う。


10　　　　①自分の力に合っためあてを決め，　　　　　　②回数や相手をかえるなど，めあてを

　　　　　　いろいろな力試しの運動をする。　　　　　　　高めて挑戦する。



　　　　　マット運動【７時間】

20　　　　学習のねらい･･･できる回り方で続けて回ったり，できそうな回り方に挑戦したり

　　　　　　　　　　　　 して楽しむ。
　　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。


☆めあて１･･･できる回り方で続けて回ったり，組み合わせて回ったりする。

30　　　　☆めあて２･･･できそうな回り方に，やりやすいマットで挑戦する。

　　　　　①「確かめ回り」で，今自分は何ができるか，できそうかを確かめる。

　　　　　②めあてカードに，めあて１，２を記入してめあてを立てる。

　　　　③めあてに挑戦する。

　　　　　④めあて２が１つでもできたら，めあて１にできた技を入れ，新しいめあて２の技

40　　　　　を決める（新しいカードに記入する）。



　　　　【力試し】

　　　　○かえるの足打ち，かえる倒立，平均崩し，人起こし，押し合い相撲，陣取り遊び

　　　　【マット運動】

　　　　①めあてとなる技･･･前転，とび前転，開脚前転，倒立前転，後転，開脚後転，

　　　　　側方倒立回転，前方倒立回転

　　　　②めあて（カード）と挑戦の例

　　　　③練習の工夫の例

　　　　④グループでの楽しみ方の例


　　　　【力試し】　　　　　　　　　　　　　　　　　【マット運動】

　　　　①つな（ロープ）･･･グループに２～３本　　　　①マット･･･グループごとに２～３枚

　　　②ライン引き，石灰　　　　　　　　　　　　　 ②とび箱･･･１～５段を各２～３台

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③踏みきり板･･･３～４枚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ④傾斜板･･･３～４枚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑤安全マット･･･２～３枚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑥スタンド・ゴムひも･･･１～２組

『体育の学習』児童書P42～45，指導書・第２部研究編P106～110

⑪グリッドサッカー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年
年時       83        84         85        86        87         88        89         80

単時       1          2         3          4         5          6         7          8

(分)
　　　　　グリッドサッカー【８時間】
　　　　　学習のねらい･･･力を合わせ，攻め方・守り方やボール扱いを工夫してゲームを

　　　　　　　　　　　 楽しむ。

10　　　　学習の進め方･･･ねらい１→ねらい２の順で行う。

　　　　　★ねらい１･･･やさしいルール　　★ねらい２･･･練習や攻め方・守り方を工夫して，
　　　　　で，パス，ドリブル，シュ　　　　対戦したいチームに挑戦する。

　　　　　　ートなどを使って，いろい　　　・毎時間の進め方･･･①簡単な練習→②ゲーム１→
20　　　　　ろなチームに挑戦する。　　　　  ③話し合い・練習（５～10分）→④ゲーム２→

　　　　　・毎時間の進めかた･･･①簡単　　　 ⑤まとめ

　　　　　な練習→②ゲーム→③話し　　　・同じ相手と続けて２回以上ゲームをする

　　　　　　合い（２～３分）→④ゲー　　　 （対抗戦）。

　　　　　　ム→⑤まとめ

30　　　　・ゲームごとに相手をかえる

　　　　（総当たり戦）。


40



　　　　【グリッドサッカー】

　　　　①コートの例

　　　　②約束の例

　　　　③ルールの例（チームと出場者の人数，ゲーム時間，ゲームの開始，得点，得点の後，

　　　　　グリッドサッカーの説明など）

　　　　④ゲームの後の話し合いと練習の例

　　　⑤攻め方・守り方の例

　　　　⑥ボール扱い（足の甲でのけり方，足の内側でのけり方，ドリブル，止め方）

　　　【グリッドサッカー】

　　　　①コート･･･30m×20m

　　　　②４号サッカーボールまたはソフトスポンジサッカーボール･･･２～３人に１個

　　　　③得点板･･･コートに１つ

　　　　④計時板またはストップウォッチ･･･コートに１つ

⑤作戦ボード･･･チームに１つ

⑥ゲーム用ゼッケン

⑦ライン引き・石灰，コーン

『体育の学習』児童書P46～50，指導書・第２部研究編P111～115

○スキー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年
年時

単時       1          2         3          4         5          6          7          8

(分)
　　　　　スキー【８時間】
　　　　　学習のねらい･･･野山を歩いたり，いろいろな斜面を滑ったり，新しい滑り方に挑戦

　　　　　　　　　　　したりして楽しむ。

10　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。

　　　　☆めあて１･･･できる滑り方で，野山を歩いたり，いろいろな斜面を滑ったりする。

　　　　　☆めあて２･･･滑りやすい斜面で，新しい滑り方に挑戦する。
20　　　　・めあて２でできるようになった滑り方は，次の時間からめあて１に入れ，新しく

　　　　　　挑戦する滑り方をめあて２に入れる。


30



40



　　　　【スキー】

　　　　☆めあて１･･･長いコースをプルークボーゲンや斜滑降で滑る。

　　　　・ゆるい斜面で浅回りプルーク，少し急な斜面で深回りプルークなど。

　　　　☆めあて２･･･自分のできそうな滑り方を決めて挑戦する。

　　　　・ジグザグ滑り，シュテム・ターンなど。


　　　　【スキー】

　　　　①制限滑降用ポールまたは旗（ポールがない場合，小旗か目印用ペイントなど）

　　　②シャベル

　　　　③ストップウォッチ

『体育の学習』児童書P52，指導書・第２部研究編P117～118

○スケート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年
年時

単時       1          2         3          4          5         6         7           8

(分)
　　　　　スケート【８時間】
　　　　　学習のねらい･･･直線滑りや曲線滑りをしたり，リレーをしたりして楽しむ。

　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。

10


　　　　☆めあて１･･･両足滑りや片足滑りで，直線や曲線を続けて滑り，競争する。

　　　　　☆めあて２･･･リレーをする。
20



30



40



　　　　【スケート】

　　　　☆めあて１･･･直線や曲線の滑り方

　　　　・直線の滑り方，曲線の滑り方

　　　　☆めあて２･･･リレーのしかた

　　　　・半周や１周のリレー，１人の滑る距離


　　　　【スケート】

　　　　①１周150～200mのスケートリンク

　　　②ほうき，雪かき

　　　　③旗

　　　　④バトン，ストップウォッチ

　　　　⑤スケート研磨台一式

『体育の学習』児童書P53，指導書・第２部研究編P119～120
主　な　内　容
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